
問題解決ファシリテーター「ファシリティー能力」養成講座

問題解決の第３のアプローチ

１

２

３

方法

ソフトアプローチ

ハードアプローチ

ファシリテーション

コミュニケーションスタイル

ハイ・コンテクスト型

ロー・コンテクスト型

混合型（理解と共感）

第三者の機能

仲介・斡旋

調停・指導

促進・支援

解決スタイル

妥協・調整

説得・譲歩

協働・創造

問題解決は、メンバーが自律的に行う。それを促進するのがファシリテーション。

ファシリテーションの応用分野
創造的

（意思決定・合意形成・価値創造）

学習的
（啓発・理解・体感）

個
人
的

社
会
的
（組
織
・集
団
）

自己表現型
（アート・芸能分野）

自己変革型
（ﾋﾞｼﾞﾈｽ・生活分野）

体験学習型
（自然・環境分野）

合意形成型
（社会活動・学術分野）

問題解決型
（ﾋﾞｼﾞﾈｽ・政治分野）

教育研修型
（ﾋﾞｼﾞﾈｽ・社会教育・
学校教育分野）

重点カバー

問題解決サイクルとファシリテーションの技術

プロセス・デザイン

コンフリクト・マネジメント プロセス・マネジメント

ワークショップ技法

グラフィック技法

システム思考

ＭＥＣＥ思考

ロジカル・
コミュニケーション
議論の構造化

コンテクストの
共有化
ウィン・ウィン
アプローチ

問題検索

問題発見

方策立案方策評価

意志決定

方策実行

３つのスキルと２つのツール（技法）によって、効果的なファシリテーションが行える

システム的な業務の捉え方

インプット

情報

参照情報

知識データベース広義の情報

アウトプット

情報

処理

プロセス

（例）週間販売速報

Webアンケート

販売店の声 （例）顧客特性データ

市場別チャネル構成

過去の事例

（例）需要予測

標準的な問題解決プロセス

スタート

目的・目標
の設定

問題検索
（情報収集） 情報分析

問題（原因）
の発見

解決アイデア
の創造

アイデアの
評価・統合

解決策
の決定

発散思考 収束思考 ゴール スタート 発散思考 収束思考 ゴール

第１サイクル 第２サイクル

４Ｐ

製品（Product）

価格（Price）

流通（Place）

販促（Promotion）

３C

自社（Company）

顧客（Customer）

競合（Competitor）

ＳＷＯＴ

強み（Strength）

弱み（Weakness）

機会（Opportunity）

脅威（Threat）

内部要因

外部要因

ＱＣＤ

品質（Quality）

コスト（Cost）

納期（Delivery）

自由連想法
(集団で自由にアイデアを出し合う、ブレーンストーミング法など)

強制発想法
(刺激を与えて強制的にアイデアを出す、チェックリスト法など)

類似発想法
(他の分野の事柄から発想のヒントを得る、NM法など)

発想誘導法
(発想の鍵となる情報を発見していく、属性列挙法など)

空間型
(カードや図解を使ってアイデアをまとめる、ＫＪ法など)

時間型
(時間軸にそってアイデアをまとめる、ＰＥＲＴ法など)

発想法

整理されない議論 ①先鋭化 ②組織化

ブロック

ブロック
③体系化 ④論点の整理

論点Ｂ
論
点
Ａ

議論の構造化の基本ステップ

あらゆる事象は「組織化」と「体系化」によって構造的な形に整理できる

コンテンツとコンテクスト

送り手

記号化
（ｴﾝｺｰﾄﾞ）

意味
情報
感情
意思
価値

受け手

記号解読
（ﾃﾞｺｰﾄﾞ）

意味
情報
感情
意思
価値

メッセージ

メディア

ノイズ

コンテンツ

コンテクスト

コンテンツはコンテクストの中で意味が与えられ、価値のある情報となる

知覚
信念

哲学

倫理
文化

準拠枠

基準 軌範

価値観常識

思考パタン

コンテクストの３つのＰ

目的

目標レベル

時間 空間 システム

立場

①目的
（Purpose）

②視点
（Perspective）

③立場
（Position）

より高い目的から見る

より広い視点から見る

第３者の立場から見る

コンフリクト解消のヒント

これらのコンテクストが違えば物事が全く異なるように見えコンフリクトの原因となる

コンフリクト解消の基本アプローチ

分配

自分の主張（利益）

協働：協力し合って両立する方
策を考え出す

他
者
の
主
張
（利
益
）

譲歩

妥協

協働

回避 説得

交換 創造

Ｗｉｎ－Ｌｏｓｅ Ｗｉｎ－Ｗｉｎ

Ｎｏ－ｄｅａｌ

交換：お互いに利害が反しない
ように取り替える

分配：双方の主張を分け合って決
着させる

説得：相手を納得させて自分の主
張を通す

妥協：双方が譲り合って、折り合う
点を見つける

譲歩：自分の主張をあきらめて相
手に譲る

回避：対立を避けて解消を先送り
する

ファシリテーターが目指すべきは、創造や交換によるウィン・ウィン型の
解消法である

装飾のテクニック

一般

本日のテーマ

概念

顧客の多様化

アイデア・ひらめき

新方式の
導入

意見・注記

検討の余地
あり

独り言・疑問

これでよいのか

強調・ポイント

議論のポイント 新発見 ！

☆ 今日の結論
チーム解散

ワークショップ①
目的意識の共有
チームワーク作り

ワークショップ②
問題意識の共有
解決への動機付け

ワークショップ③
アイデアの統合化
評価尺度の共有

収束思考

発散思考

ＭＥＣＥな情報

ＭＥＣＥな発想

意見ではなく、プロセスをコントロールし、意思決定の質を上げ、学習を促進する。

事実 意見

（始点） （終点）

適切な根拠

演繹法・帰納法
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